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【中学生の部】 

（学校名・学年・年齢） 

戦争は国を豊かにするために起こすことが

多いけれど 

自分たちが幸せになるために 

幸せにならない人がいるのだったら 

それは幸せといえるのだろうか 

 

（城山中学校・2年・―） 

人と人との輪を広げ 

どこまで広げられるかな 

きっといつかは世界まで 

 

 

 

（白山中学校・1年・12歳） 

自分の好きなことができる 

やってみたいことができる 

平和ということは笑顔になれると言うこと 

 

 

（白山中学校・1年・12歳） 

夢がもてる 

大きくても小さくても 

世界中の人々が夢をもてる 

みんなは平等 

 

（白山中学校・1年・12歳） 

なにげなく過ぎていく平凡な毎日が 

実は一番幸せな事なんだね。 

この幸せをこわさないように 

平和な国を守っていきたい。 

 

（白山中学校・1年・13歳） 

朝日を見てこれから始まる一日を感じ 

夕日を見て今日一日を振り返る 

こんな毎日が続くといい。 

 

 

（白山中学校・1年・13歳） 

友達・家族・地域の人との間にできる輪 人

同士の輪 

それはあたたかい輪 平和の輪 

世界に広げていこうよ 平和の輪 

 

（白山中学校・1年・13歳） 

僕の右手と左手 

それは 

願いを叶える手 

 

 

（白山中学校・1年・―） 

転校した友達「元気かな？」 

気になって手紙を書いた。 

「新しい友達ができたよ。」と返事がきた。 

みんなが笑顔･･･平和っていいね。 

 

 

（白山中学校・1年・―） 

今年もセミがないている 

今年もひまわりの花がきれいに咲いている 

あたりまえのことが平和かもしれない 

 

 

 

（白山中学校・1年・―） 

今日もまた 

笑顔の花を 

世界中に 

咲かせよう 

 

（白山中学校・1年・―） 

幸せは、平和があって 

築かれる。 

だからぼくらは、守りたい。 

 

 

（白山中学校・1年・―） 
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みんなと一緒にいれること 

みんなと笑っていれること 

身近には沢山平和があるんだね 

 

（白山中学校・―・12歳） 

好きな物を食べる。好きな野球をする。 

私の「好き」は、平和だからできること 

平和に感謝し毎日一生懸命がんばろう 

 

（白山中学校・―・13歳） 

1人の笑顔が輝けば 

周りの人達が思わず笑顔になる 

そんな笑顔の花々が 

私達を幸せにする 

 

 

（白山中学校・―・13歳） 

いつものことのありがたさ 

あたりまえのことのありがたさ 

いつもあたりまえのことだから 

気がつきにくいけど･･･ 

幸せな一日に今日も感謝 

 

（白山中学校・2年・13歳） 

平和でなかったら 

日本は食料不足になり、 

辛い世の中になる。 

 

（白山中学校・3年・15歳） 

命を失うかもしれない 

争いのない世の中を目指したい！！ 

 

 

（白山中学校・3年・15歳） 

争いなし 

けんかなし 

平和あり 

 

（鴨宮中学校・1年・12歳） 

平和なら 

世界みんなで 

手をつなぐ 

 

（鴨宮中学校・1年・12歳） 

日本と世界の心を一つにしよう 

たくさんぬくもり集まれば 

希望の平和が見えてくる 

 

（鴨宮中学校・1年・12歳） 

人間に生まれたこと 

笑顔になれること 

どれも考えれば、幸せなことだね 

 

（鴨宮中学校・1年・12歳） 

朝 目が覚める 

いつもと変わらない日が始まる 

夜 やわらかいふとんでねむる 

そしてまた朝が来る 

その変わらない毎日が･･･幸せ。 

 

（鴨宮中学校・1年・12歳） 

おいしい食べ物 

おいしい水 

これがあるから私達は生きて行ける 

 

 

 

（鴨宮中学校・1年・12歳） 

家族や友達がそばにいる 

おいしいものが食べられる 

目の前には自由がある 

それって幸せだね 

 

（鴨宮中学校・1年・12歳） 

わたしの言葉 

あなたの言葉 

この会話がどんなに大切か 

きっと世界中で、気づけ合えるよね。 

 

（鴨宮中学校・1年・12歳） 
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8年間戦争のため、国のため 

離ればなれ 

今は元気に94歳 

（鴨宮中学校・1年・12歳） 

戦争のひげき、平和の願いを 

未来に伝えていこう。 

 

（鴨宮中学校・1年・12歳） 

舞い上がれ 

大地を蹴って空高く 

弾む歓喜の歌声に高鳴る平和の鼓動を抱い

て 

 

（鴨宮中学校・1年・12歳） 

つらい事や悲しいこと 

一緒にのりこえてくれる人がいる 

平和だからできること 

世界中の平和にありがとう 

 

（鴨宮中学校・1年・12歳） 

家族毎日 

居る場所やる事が違っても 

心はいつも一緒で平和だよ 

 

 

（鴨宮中学校・1年・12歳） 

戦争は 

いつ終わるのと 

尋ねられ 

最後の一人 

帰ってくるまで 

（鴨宮中学校・1年・12歳） 

みんながね幸せなのは 

全てこの国が 

平和だから 

 

 

 

 

 

（鴨宮中学校・1年・12歳） 

震災で多くの人々が亡くなった。 

そんな中でも、日本の国民は前向で、 

一生懸命ふっこうに向けて頑張ってきた。 

国民一人一人がこの気持ちを忘れずに 

これからもずっとあきらめずに頑張ってい

く。 

日本のため。そして･･･世界のためにも 

 

（鴨宮中学校・1年・12歳） 

夢見た明日が 

昨日の現実になる 

そんな日々を暮らしたい 

 

（鴨宮中学校・1年・13歳） 

犬との散歩 

町の人とのふれあい 

平和だからこそできる事 

 

（鴨宮中学校・1年・13歳） 

朝おきて、学校行って、 

「ただいま」と 

平和だからできること。 

 

（鴨宮中学校・1年・13歳） 

語り継ぐ 

あの日のことは 

忘れない 

 

（鴨宮中学校・1年・13歳） 

食卓に笑顔とびかう 

毎日はあたりまえでなく 

平和だからできること 

 

（鴨宮中学校・1年・13歳） 

いま生きていること 

何気ない毎日が何気なく過ぎてゆく 

ごく当たり前の事 

その事が一番の幸せ 

（鴨宮中学校・1年・13歳） 



4 
 

いつまでも 

へいわをねがい 

としをとる 

 

（鴨宮中学校・1年・13歳） 

ふつうに生活すること 

すべて平和だからできること 

これから先も守り続けていきたい 

 

（鴨宮中学校・1年・13歳） 

笑顔と優しさで人と人の心を繋ぐ 

笑顔で人は元気になる 

優しさで世界中が幸せになる 

 

（鴨宮中学校・1年・13歳） 

いじめない 

いじめをなくす 

心がけ 

 

（鴨宮中学校・1年・13歳） 

まるでひまわりのように君は笑う 

そんな君の笑顔が 

世界中で見られるよう私は願う 

 

（鴨宮中学校・1年・―） 

三代の 

囲む食卓 

秋の夜 

 

（鴨宮中学校・1年・―） 

戦争も 

今は終わり 

平和だな 

 

（鴨宮中学校・1年・―） 

「あそぼう」という友達の声 

この声が聞えるのは 

平和の証 

 

（鴨宮中学校・1年・―） 

ぼくたちが平和に生きていけるのは 

家族に守られ地域の方々に守られ 

学校に守られ 

そして国が平和であると。 

 

（鴨宮中学校・1年・―） 

どの日でも 

誰もが心から笑顔で祝える 

誕生日になるように 

 

 

（鴨宮中学校・1年・―） 

汝の手 

他の者ならず 

温かく 

世界の者に 

出来んと願う 

 

（鴨宮中学校・1年・―） 

人を思いやる気持ち 

相手の気持ち・立場を考えてあげるのだ 

人を思いやる気持ちがあれば 

また相手も自分のことを思いやってくれる

のだ 

 

（鴨宮中学校・1年・―） 

終戦記念日に 

平和の祈りを込め 

みんなで折った千羽鶴 

どうか平和が続きますように 

 

 

（鴨宮中学校・1年・―） 

人生の 

先輩たちが 

過ごした日 

想いを胸に 

平和を誓う 

 

（鴨宮中学校・1年・―） 
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スポーツの世界なのに歴史問題で争ってい

る 

とても悲しく感じるのはみんな同じではな

いのだろうか 

僕達が大人になるまでにはわかり合いたい 

 

（鴨宮中学校・―・12歳） 

平和な世の中とは？ 

私には何ができる？ 

「人に優しく」まずそこからやってみよう 

 

 

 

（鴨宮中学校・―・13歳） 

平和は１人じゃつくれない。 

平和は、世界中のみんなで 

つくるもの。 

 

 

（鴨宮中学校・―・13歳） 

朝起きて学校に行って 

部活に行って、帰って来てねる、 

普段どおりの生活をおくれることが、 

平和だからできることなんだね。 

 

（鴨宮中学校・―・13歳） 

友達とクラスで勉強 

家族と仲よくすごし 

幸運が世界中に届きますように 

 

（鴨宮中学校・―・13歳） 

この国が 

平和になると 

いいのにな 

 

（鴨宮中学校・―・13歳） 

今までの日本のしてしまったこと 

世界に広まって 

戦争中の国にあたたかい心が広まりますよ

うに。 

 

（鴨宮中学校・2年・13歳） 

あなたが笑うと皆が笑う 

皆が笑うとあなたが笑う 

幸せが広がるっていいね 

 

 

（鴨宮中学校・2年・13歳） 

戦争中なら絶対できない 

今の暮らし 

この幸せな暮らしがずっと続くことを 

世界中がきっと望んでいる 

 

（鴨宮中学校・2年・13歳） 

手の中の未来を信じて 

光り輝き歩いていこう 

いつだって私の隣には友がいる。 

 

 

（鴨宮中学校・2年・13歳） 

助け合い 

思いやる 

気持が大切だ 

 

（鴨宮中学校・2年・13歳） 

お盆さん 

ごちそう作り 

先祖待つ 

 

（鴨宮中学校・2年・13歳） 

のき下に 

今年も来ました 

つばめさん 

 

（鴨宮中学校・2年・13歳） 

近くの公園 

小さな子供の満面の笑みは 

平和の証 

 

（鴨宮中学校・2年・14歳） 
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布団の中 

おいしい香りで朝を知る 

朝食メニューを考えながら始まる一日 

 

（鴨宮中学校・2年・14歳） 

友達と共に笑い合い 

健康でいられること 

毎日が幸せなんだ。 

 

（鴨宮中学校・2年・14歳） 

ゴミ拾い 

町をきれいに 

するために 

僕は働く 

平和のために 

 

（鴨宮中学校・2年・14歳） 

春夏秋冬の様々な行事・美しい風景を楽し

めるのは 

平和にしている僕らへのご褒美だよ 

世界中のみんながこんなご褒美 

わけあえられればいいな 

 

（鴨宮中学校・2年・14歳） 

紛争や 

戦争がない 

この思いが世界に広がるといいな 

 

 

 

（鴨宮中学校・2年・14歳） 

グラウンドで元気にソフトボールが出来る

のも 

友だちと一緒におべんきょうが出来るのも 

毎日、楽しくすごせるのも 

平和だからなんだね！！ 

 

（鴨宮中学校・2年・14歳） 

1人が笑うとみんなが笑う 

笑い合えるっていうのは 

平和だからできることなんだな 

 

（鴨宮中学校・2年・14歳） 

僕たちで 

戦争、争い、けんかなくして 

平和な世の中 

 

（鴨宮中学校・2年・14歳） 

青い空に入道雲。 

遠くで聞こえるセミの声 

この時期だけのこの気持ち。 

 

（鴨宮中学校・2年・―） 

みんなで 

作ろう 

平和な世 

 

（鴨宮中学校・2年・―） 

この地球に生を授け 

何にも怯えず安心できる家 

家族の影の支え 

あなたは今幸せなんだよ 

 

（鴨宮中学校・2年・―） 

燃えた草 

燃えた木たちは 

もうないよ 

戦争はだめ 

平和のために 

（鴨宮中学校・2年・―） 

ひさいちに 

おもいよとどけ 

せんばづる 

 

（鴨宮中学校・2年・―） 

ろうそく1本右手で持って 

灯火消さぬよう左手かざす 

この両手が包み込むのは 

誰かの心に届く愛 

（鴨宮中学校・2年・―） 
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あの恐ろしい戦争がこの国であった事 

夏がくる度  おもい知る 

今の平和や幸せがずっと続きます様に 

祈りささげる夏の空 

 

（鴨宮中学校・2年・―） 

夏休み みんなでいった 

バーベキュー、8月なのに 

心地よい風 

 

 

（鴨宮中学校・2年・―） 

来たよ、みんなのあたたかい手が 

渡されたよ、幸せのバトン 

1人1人、背中を押してくれてる 

あの人に。届け！平和のバトン。 

 

（鴨宮中学校・2年・―） 

あれになろうか、なにになろうか 

未来のことを考えて 

わくわくできる、それが幸せ。 

 

 

（鴨宮中学校・2年・―） 

思いやり 

世界平和の 

第一歩 

 

 

（鴨宮中学校・2年・―） 

みんなが笑う。 

あ！また、どこかで笑った。 

それは、みんなが幸せだから。 

平和な世が続きますように。 

 

（鴨宮中学校・2年・―） 

美味しいご飯が食べれる事 

日々が楽しく過せる事 

こんな幸せがいつか世界中に 

 

 

 

（鴨宮中学校・2年・―） 

いつまでも 

変わらぬ風景 

城下町 

守っていこう 

このふるさとを 

 

（鴨宮中学校・2年・―） 

朝起きると見える朝日 

世界中のなにもかもに 

同じ朝日、同じ幸せを 

感じてほしい。 

 

（鴨宮中学校・2年・―） 

一つの小さな思いやり 

それがたくさん集まれば 

世界を繋ぐ大きな「平和」の輪ができる 

 

 

（鴨宮中学校・2年・―） 

一人一人の個性を認められる 

また自分にも個性がある 

この個性があるから世の中成り立っている 

 

（鴨宮中学校・2年・―） 

「ありがとう」 

たった5文字が 

平和への鍵なんだ 

 

（鴨宮中学校・2年・―） 

争いの 

芽を摘み取ろう 

心から 

（鴨宮中学校・―・14歳） 

酒匂川 

水面かすめる 

赤とんぼ 

（鴨宮中学校・―・14歳） 



8 
 

傷つけ合い 

なくせばきっと 

つながる絆 

 

 

（鴨宮中学校・―・14歳） 

小鳥のさえずりや朝の行ってきますの声 

普通と思っていたことがすごく平和な時間

であること 

みんな忘れないで･･･ 

 

（鴨宮中学校・3年・14歳） 

友達や家族との思い出 

何も変わりのない今だって 

すべて私の宝物 

 

 

 

（鴨宮中学校・3年・15歳） 

世の中まちがえだらけだよ 

だれか平和のけしゴムで消してくれないか

な 

みんながきれいな平和を望んでいるよ 

 

 

（鴨宮中学校・3年・15歳） 

温かい手、冷たい手 

どんな手からも、伝わるぬくもり 

それが実感できるのは 

同じもの、流れているから 

 

 

（鴨宮中学校・3年・15歳） 

友達と 

一緒にいれる 

温かさ 

大切にしていこう 

その気持ち 

 

（鴨宮中学校・3年・―） 

咲かせよう 

平和という名の 

笑顔花 

 

（鴨宮中学校・3年・―） 

私の日常がずっと続いていてほしい 

この気持ちを世界中に広げるために 

私たちにできることは何でしょう 

 

（鴨宮中学校・3年・―） 

ありのままの自分で 

安心して笑えるのは 

思いやりの輪の中で 

生活しているから 

感謝の気持ちを忘れずに 

暮らしていこうと思う 

 

 

（鴨宮中学校・3年・―） 

平和とはなんだろう 

平和はいつも時代に適したすがたにかわ

る。 

でも、変わらないものがある 

平和が平和であることだ。 

 

 

 

（鴨宮中学校・3年・―） 

ありがとう 

あたり前の言葉だけどみんなを笑顔にする 

ステキな言葉  広めたいな  かみしめたい

な 

 

（千代中学校・1年・12歳） 

世界中が幸せに包まれるといいね。 

そのためには 

まず、自分が幸せだと思える人生を歩も

う！ 

 

（千代中学校・2年・14歳） 
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だれもが学校に行ける 

だれもが安心して暮らすことができる。 

それは日本にしかできない平和な国が 

あるからだよね。 

 

（千代中学校・3年・14歳） 

あたりまえの毎日に、あたりまえの出来事

に、 

私のまわりにいる人たちに、 

感謝の気持ち 

笑顔で届けたい 

（千代中学校・3年・14歳） 

武器を使うことが当然の世の中にならない

ように 

愛する人との別れが当然にならないように 

「明日、死ぬかもしれない」という恐怖を誰

もが感じるのが当然にならないように 

世界が一つになったとき、誰もが感じるこ

とになるはず 

 

（千代中学校・3年・―） 

どこかで誰かが微笑むと 

私は平和の音を聞く 

そして世界は平和を歌う 

 

 

 

 

 

（千代中学校・3年・―） 

上向けば  あたり前に  ある青さ 

この空守る  未来の使命 

 

 

（千代中学校・―・14歳） 

毎日学校と往復 

学校が嫌だという日々 

平和じゃなきゃ思わないぜいたくな悩み 

 

（千代中学校・―・14歳） 

世界中 

手を取り合って 

平和へと 

 

（千代中学校・3年・15歳） 

遠く聞こえる喧騒 

見上げれば青い空 

気付かないことこそ「平和」 

 

（千代中学校・3年・15歳） 

夏の夜 

響きわたるよ 

笑い声 

（千代中学校・3年・―） 

助け合い手と手をつなぐ 

平和さを みんなで感じる 

心の暖かさ。 

（国府津中学校・2年・13歳） 

怒れるってことは、みんなが居るから。 

泣けるってことは、言葉があるから。 

笑えるってことは、世界が豊かだから。 

 

（国府津中学校・3年・14歳） 

平和とは、 

毎日、友達と過ごすこと 

家族といれること。 

 

（国府津中学校・3年・14歳） 

戦争・紛争やめようよ。 

やめればなくなる小さな命。 

命を大切にしよう。 

 

 

（国府津中学校・3年・14歳） 

ピースとは平和の意味もあるけれど 

パズルのピースの意味もある 

組み合わせれば一つの絵 

皆のピースも組み合わせれば一つの絵にな

れるんだ 

（国府津中学校・3年・14歳） 
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平和って何だろう？ 

それはあなたが幸せなこと、みんなが幸せ

なこと 

あなたは幸せですか？ 

 

（国府津中学校・3年・14歳） 

毎日毎日つまらない 

でも争いごとがないってことは 

それだけ平和っていう証 

 

 

（国府津中学校・3年・14歳） 

いつもの風景 

いつもの場所 

町がこんなに明るいのは 

平和な証拠だ 

 

（国府津中学校・3年・14歳） 

平和は願っても平和にはならない 

平和になるために何かをしてこそ 

平和になるとおもう。 

 

 

（国府津中学校・3年・14歳） 

今が楽しいって思えたら 

それは明るい未来があるんだね 

明日があるってことは 

それは今が平和だからなんだね 

 

（国府津中学校・3年・14歳） 

平和 イズ みんなが幸せなこと 

平和 イズ 一人一人が助け合うこと 

平和 イズ 今一番必要なこと 

 

 

（国府津中学校・3年・14歳） 

一発で 国が滅びる 核弾頭 

これがわかると 平和になる 

 

 

（国府津中学校・3年・14歳） 

戦争の 

芽をとり種も 

植えつけない。 

 

（国府津中学校・3年・14歳） 

平和の中にも悪はいる 

その悪と戦う準備をして 

人々が心から安心して暮らせる世界 

それが本当の平和なのではないでしょう

か。 

（国府津中学校・3年・14歳） 

「平和な世界」という 

言葉がこの先も 

10年後20年後も 

伝えられますように。 

 

（国府津中学校・3年・14歳） 

毎日あたり前にやってることが 

あたり前じゃない人がいる。 

私たちは平和だからできるんだね。 

 

 

（国府津中学校・3年・14歳） 

平凡な日常こそ幸せ 

いつもの友人といつもの風景 

いつもの夜空に平凡を願おう 

平凡は平和につながっている 

 

（国府津中学校・3年・14歳） 

みんなが笑っていられる時 

いつもと同じ今日がある時 

それが私達にとっての平和の時間 

 

（国府津中学校・3年・14歳） 

Peaceは平和 

Pieceはかけら 

Pieceが集まりPeaceになる 

 

（国府津中学校・3年・15歳） 
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植物 動物 そして人間 

すべての生命（いのち）の営みが 

この青い水の星の上で 

一日一日平和のバトンをつないでいく 

 

（国府津中学校・3年・15歳） 

だんらんすること 

毎日笑顔で過ごせること 

何気ない幸せも 

平和じゃなきゃ感じないよね 

 

（国府津中学校・3年・15歳） 

先生のあたたかいぬくもり 

友達と仲良く穏やかにさせる 

みんな仲良く広がりますように・・・ 

 

（国府津中学校・3年・15歳） 

城下町 笑い声あふれる 小田原市民 

戦争は 何も得がない 無意味な事だ 

 

 

（国府津中学校・3年・15歳） 

平和って 

みんなといられる 

ことだよねっっ！ 

 

 

（国府津中学校・3年・15歳） 

戦争がまだ続いていたら 

今の自分や友達はいないかもしれない 

戦争が終わり今の平和が 

永遠に続きますように。 

 

（国府津中学校・3年・15歳） 

戦争を 

二度と起こすな！ 

いざ、平和時代へ！ 

 

 

（国府津中学校・3年・―） 

幸せだと感じられない、あたり前のこと。 

それは、気づかない幸せ。 

だけどそれだけが一番の幸せなんだと思

う。 

 

（国府津中学校・3年・―） 

普段の生活で、皆平和に暮らす 

世界にはまだ平和の国がないかもしれない

けど 

いつか世界で皆が平和に暮らせますよう

に。 

 

（国府津中学校・3年・―） 

将来を 

夢見れるのも 

平和のおかげ 

 

 

 

（国府津中学校・3年・―） 

友達がいる幸せ 

ご飯がある幸せ 

幸せはこんな身近にたくさんある。 

 

（国府津中学校・3年・―） 

あなたのあたたかい手 

そのあたたかさが私を穏やかにさせる 

世界中にこの気持ちが広がりますように 

 

（国府津中学校・3年・―） 

不安も心配もなく 

じゅくすいできる 

平和だからできること 

 

（国府津中学校・3年・―） 

あたりまえのことを 

あたりまえだと思える日々 

それって平和。 

 

（国府津中学校・3年・―） 
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いつのひか 

皆でならそう 

平和の鐘を 

 

（国府津中学校・3年・―） 

地球のため 

緑をふやそう 

小田原市 

 

（国府津中学校・3年・―） 

平和だからできること。 

「もう一度来よう。」も平和だから言えるこ

と。 

 

（国府津中学校・3年・―） 

人間や、草木も虫も、地球の子、 

戦争（けんか）をしたら、地球は悲しむ。 

 

 

（国府津中学校・3年・―） 

「あたりまえ」、それが1番、幸せだ。 

 

 

 

（国府津中学校・3年・―） 

平和とは 

尊いぎせいの上で成り立つ 

矛盾している状態である 

 

（国府津中学校・3年・―） 

戦わずして得る平和は 

一時的な気休めであり 

人間の気が一番ゆるむときである 

 

 

 

 

（国府津中学校・3年・―） 

今、生きていられるのは、 

先代が自らをぎせいにして得た代償。 

もし、誰のぎせいもなかったら、今の私達

は存在しない。 

だから、今このいっしゅんを大切に生きて

こう。 

 

（国府津中学校・3年・―） 

「おはよう」「さよなら」 

「ありがとう」「ごめんね」 

平和の国だから言える 

大切な言葉。 

 

（国府津中学校・3年・―） 

パッと目が覚め 

いつも通り一日を過ごし 

ぐっすりと眠る 

当たり前かもしれないけど大きな幸せでも

ある 

（国府津中学校・3年・―） 

その小さな笑顔と手のひら 

あたたかな心でつつみこんで 

みんなの心が平和の光でみたされる 

 

（国府津中学校・3年・―） 

学校や学校の外で友達と仲良く、楽しく、 

遊び、家族で楽しく生活できるのは 

この都市が平和だから 

 

（国府津中学校・3年・―） 

・平和とは 

  言葉でかたれぬ 

・月一度 遠くの親類会いに行くものとな

り 

 

（国府津中学校・3年・―） 

いじめやケンカがあるかぎり 

本当の平和が来ることはない 

人の心がやすらぐこと 

それが本当の平和なのだから 

 

（国府津中学校・3年・―） 
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毎日学校に行って 

勉強をしたり、友達と遊んだり、 

何気ない平和な日常が 

何よりの幸せ 

 

（国府津中学校・3年・―） 

みんなの心が一つになったとき 

世界の平和は 

訪れる 

 

 

（国府津中学校・3年・―） 

毎日おいしいご飯が食べれる 

ふかふかのお布団、温かいお風呂 

幸せだと感じる瞬間 

それは平和に過ごせてる証拠なんだ。 

 

（国府津中学校・3年・―） 

なにもしない「善」よりも 

手を差し伸べる「善」をする 

それが私の信じる「善」 

たとえそれが「偽善」的だといわれても 

 

（国府津中学校・3年・―） 

毎日毎日変わらない日々、平和だから 

 

 

 

（国府津中学校・―・14歳） 

あたたかい 

家族がいることは 

平和だからなのかな 

 

（国府津中学校・―・14歳） 

勉強や 

遊ぶことと 

眠ること 

平和だから 

できたこと 

 

（国府津中学校・―・14歳） 

この町は 

人の気持ちで 

できている 

 

 

 

（国府津中学校・―・14歳） 

光が射す暑い夏 

一人木陰で本をひらく 

それが平和の一ページ 

 

（国府津中学校・―・15歳） 

僕にとっての平和 

それはいつもの毎日がくり返されること 

いつも笑って友達に会えること 

 

（国府津中学校・―・15歳） 

毎日ねる前にボーッとできる事 

毎日外で楽しく遊べる事 

それは平和だからできること。 

 

（国府津中学校・―・15歳） 

戦争は 

平和のためには 

いらないよ 

 

（国府津中学校・―・―） 

一人一人平和を願う気持ち 

みんながそろえば 

世界は一つになる 

 

 

（酒匂中学校・1年・12歳） 

今、世界中でたくさんの人々が出逢ってい

る。 

その度に笑顔があふれる。 

その笑顔がいつか、世界の平和に 

つながりますように。 

（橘中学校・1年・12歳） 



14 
 

相手を思いやる心 

お互いを認め合う気持ち 

みんなで助け合う精神 

一人ひとりが持ち続けよう、平和への道 

 

（城北中学校・1年・13歳） 

 

 


